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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1．　 目的

　 確率 ・遅延 価値割 引 が 、双 曲線 関数 に よ く 当て は ま る こ と

か ら割 引 プ ロ セ ス が 同 じで あ る とい う単
一プ ロ セ ス 説 が提唱

され て い る 。 しか し、単
一

プ ロ セ ス 説 に一
致 しない 現象 とし

て、逆の 報 酬 量 効果 が あ る （Holt，　Green ＆ Myersoa　2003）。

　本研究で は、確率価値割引の 報酬量効果 に焦点を当て た。

確率を伴 う報 酬 を選 択 し受け取れ な か っ た 場合、報酬が 貰え

なか っ た とい う主観 的 な 損失感 に 差異が あ る た め 確 率 価値 割

引 の 報 酬 量 効果 が 生 じ る とい う仮説 （Greeq　 Myerson ＆

Ostaszewski，1999＞を 基に、主観的損失感 が 変化 す る操 作 を

加 え る こ とで 、 そ れ に 応 じて 確 率割 引 も変 化 す る か を検 討 し

た 。 操作 とは、確実に 貰え る 報酬ある い は確率を伴 う報酬 が

手 に入 っ た 場合、そ の 報酬 で 何を買 うか を想像 して か ら確率

価値割 引及 び主 観的損失感を測 る群 （想像あ り群）と想像 し

な い で 確率価値割引及び主観的損失感を測 る 群（想像な し群 ）

に 分 け る こ とをい う。

　　　　　　　　　　　 皿，方法

参加 者　大学生 51名 （男性 28名 、女性 23名〉、平均年齢

19．65 （£ 0 ＝ 2．78）歳 が 参加 した 。

質問紙　想像あ り群で は、まず
“
確実 に貰え る 2万 4 千円

η

と
“
30e／， の 確率 で 8 万 円 が当た る ク ジ

”

の うち、ど ちらか を

選択す る状況下 で 、そ れ ぞ れ の 金額 が も し手 に入 っ た ら何を

買 い た い か を具体的に 書 き出す よ う教示 した e

　そ の 後、
“

価値割引 実験
”

を行 い 、
“
も し 以 下 の 条件で お 金

が 貰 え る と した ら どち らが好 ま しい で す か ？
”

とい う文言の

下 に、
“
確 実 な 250 円 vs ．20％ の 5000 円

”
とい う選 択肢が あ

り、 参加者は選択 肢に丸印を付けて 選択 した。以 降、確実な

選 択肢 の 金額が 250 円刻みで 4750 円まで 上昇 し、合計 19
回 、 20％の 5000円 との 選択を続けて 行 っ た。また、確率を

伴 う金 額 が 10 万 円 の 場合は、確実な金額 は 5千円 か ら 9万 5
千円まで 5 千円刻みで 増加 した。貰える確率は 20％、40％、

60％、80％の 4 水準を用い た 。5000円 と 10 万 円条 件 の 実施

順序 は カ ウン タ
ーバ ラ ン ス した。

　そ の 後、
“
主観的損失感評 定実 験

”
で は、

“
確実 に貰 え る 2

万 円
”

vs ．
“
20％の 確率 で 当た る 10万 円 の ク ジ

”
の うち、後

者を選 び は ずれ て しま っ た 場 合 、 どの 程度損 した と感 じる か

を
‘

まっ た く損 した と感 じな い
’

か ら
‘
非常 に損 した と感 じ

る
》

ま で の 100  の ビ ジ ュ ア ル ア ナ ロ グス ケ
ー

咄 こ線を

つ ける こ とで評定させ た。確率は、20％、40％、60％、80％、

報酬量 は 5000円、10 万 円で あ っ た。確率及び 報酬量の 順序

は カ ウン ターバ ラ ン ス した。

　想像な し群は、価値割引実験及 び 主観的 損失感 評定 実験 の

み行 っ た。

結果の 処理 　参加者毎 に主観的等価値 を求 め、図 1 の よ うに

負け目 （Odds　Against） の 関数 と し て 価値割 引 曲線 を描き、

Myerson，　 Green ＆ Warusawitharana（2001）に従 っ て 曲線

下 の 面 積 を用 い て 価 値割 引の 程度 を検討 し た e なお、負 け 目

は （1 一貰 え る確 率 ） 償 え る 確率 と し て 算 出 した
。

価値割引実験　金額が 大

き い 方 が価値割引は 激 し

い とい う報酬 量 効果が認

め られ た （双1，49）＝ 52、41，

が ，Ol）。し か し、想像 の

有無 の 主効果 は な か っ た

（IJ（1，49）＝ ．30，皿 5」）9

主 観的損失感評定実験

図 2 よ り、想像あ り群は

想像な し群より常 に主観

的損失感 が小さい 傾向が

あ っ た（双1，49）；3．52，

p 〈 ．10）。また、貰える確

率が 低い ほ ど（双 2，147）＝

93．00，∬く．01）、金 額 が小

さい ほ ど主観的損 失感 が

皿．結果

観

的

等

価
値

†
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＋ 想 像あり群5千円
→
一

想像なし群 5千 円一昌一想像あり群 10 万円
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　 　図 2 主観 的損失悪の 負け 目に伴う変化

小 さか っ た （笊 1，49）＝ 59．50，p く．01）。

　　　　　　　　　　　w ，考察

　確率価値割引に お い て は、想像あり群と想像な し群間に 差

は なか っ た が、主観的損失感 の お い て は 両群 の 差に 有意傾 向

が み られ た 。 同 じ操作を行 っ た に も関わらず、確 率価 値 割 引

に は そ の 操作が影響を及 ぼ さず、主観的損失感 には影 響 を及

ぼ した とい う結果 は 、確率価値割 引が 主観的損失感を基盤 と

して 決 定 され て い る わ けで は ない こ とを証 明 して い る。しか

し、主観的損失感 に も確率価値割引 と同様 に報酬量効果 が あ

っ た こ とで 、両者 に 因果 関係 は な く とも、報酬 量効果 を 引き

起 こ す何 らかの 要 因 が主観的損失 感 と確率 価値割引の 各 々 に

影響 して い る可 能性 が 存在す る。

（本研究の 実施 に あた り、同志 社 大 学文 学部心 理 学専攻 2003

年度生の 友草愛 さん の 協力 を得 ま した こ と を感謝致しますe ）
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